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１．病院マスターへのJSCVA登録項目の追加

マイページ

②
登録項目追加

①日本心臓血管外科学会（JSCVA）認定施設コード
JSCVAの認定施設コードを登録します。

② 日本心臓血管麻酔学会（JSCVA）台帳登録有無
「JSCVA項目を登録する」欄にチェックを入れた場合、

台帳登録画面に、JSCVA登録項目の入力欄を表示します。

①
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２．職員マスターへのJSCVA登録項目の追加

マイページ

②

①医籍番号
医籍番号を入力します。(歯科医の場合、JSA資格欄で

「歯科医」にチェックを入れると歯科医師医籍番号の入

力欄が表示されますので、同欄に入力します。

②勤務開始日／終了日
当該施設への勤務開始日、終了日を入力します。

１つの施設に複数の勤務期間がある可能性があること

を考慮し、履歴を管理可能にします。

①

- 2 -



③JSA会員番号
日本麻酔科学会の会員番号を入力します。

④JSA専門医研修制度
施設のJSA研修実施責任者にチェックを入れま

す。チェックを入れたユーザのマイページは

JSA研修実施責任者用を表示します。

③
④
⑤

⑥
⑦
⑧

⑤JSA資格
・日本麻酔科学会の資格を、最大１つのみに

チェックを入れることを可能とします。

・資格の対象期間（開始日～終了日）を同時

に入力可能にし、履歴を管理可能にします。

・PIMSへユーザがログインした際、ここで登録

した最新資格に応じたマイページメニューを表

示します。

⑥JSCVA会員番号
JSCVAの会員番号を入力します。

⑦JSCVA専門医研修制度
施設のJSCVA研修実施責任者にチェックを入れます。チェックを入れたユー

ザのマイページはJSCVA研修実施責任者用を表示します。

⑧JSCVA資格
・JSCVA資格を、最大１つのみにチェックを入れることを可能とします。

・資格の対象期間（開始日～終了日）を同時に入力可能にし、履歴を管理

可能にします。

・PIMSへユーザがログインした際、ここで登録した最新資格に応じたマイ

ページメニューを表示します。
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３．台帳登録画面へのJSCVA登録項目追加
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JSCVA提出項目

②

③①

④
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下記①②③④の登録項目を新たに追加します。

① JSCVA症例分類
心臓血管麻酔の症例分類（JSCVA症例分類）を入力します。

同入力欄は、手術部位の大分類にて「心臓・血管」を選択した場合に、入力可能な状態になります。

大分類を選択すると、小分類のプルダウン内容が連動して、表示されます。

入力可能な症例分類は、「４. JSCVA症例分類」をご参照ください。

※JSCVAの入力は大分類と小分類の両方とも入力が必要です。（データ確定時にチェックを行い、大分類のみの入力の場合は、確定できません）

※手術部位とJSCVA症例分類は、両項目間の自動入力や整合性のチェックは行いません。

② 特殊モニタリング
[あり]、[なし] の、どちらか一方の選択が可能です。

[あり]にチェックを入れると、以下から選択が可能です（複数選択可）

※[あり]にチェックを入れた場合、下記項目のうち、１つ以上の選択が必要です。

・TEE
・MEP
・Other: 
※Otherを選択した場合、テキスト入力が必須となります。

③ 体外循環・補助循環（１）
[あり]、[なし]は、どちらか一方の選択が可能です。

[あり]にチェックを入れると、以下から選択が可能です（複数選択可）

※[あり]にチェックを入れた場合、下記項目のうち、１つ以上の選択が必要です。

・人工心肺装置

・V-A ECMO

④ 体外循環・補助循環（２）
[あり]、[なし]は、どちらか一方の選択が可能です。

[あり]にチェックを入れると、以下から選択が可能です（複数選択可）

※[あり]にチェックを入れた場合、下記項目のうち、１つ以上の選択が必要です。

・V-V ECMO
・IABP
・補助人工心臓

・Other:
※Otherを選択した場合、テキスト入力が必須となります。
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a) 上記①②③④の項目は、病院マスター画面で、「JSCVA台帳を登録する」にチェックが登録された場合にのみ、

台帳登録画面の「学会提出項目」タブに、入力欄を表示します。

b) ①JSCVA症例分類は、手術部位分類で「c 心臓・血管」が登録された場合にのみ、入力可能になります。

c) ①JSCVA症例分類が入力された症例が、JSCVAへの報告症例となります。

d) ①JSCVA症例分類が入力された症例は、上記②③④は入力必須項目です。

（①JSCVA症例分類が入力があり、上記②③④のいずれか１つでも入力がない場合は、データ確定ができません。）

e) ①JSCVA症例分類の入力がない場合においても、上記②③④項目の入力は可能です。（腹部外科でTEEを施行する場合等もあるため）

f) 上記①②③④は、下記機能にも追加対応を実施します。

・汎用検索 検索条件指定部

・汎用検索 CSV出力結果

・自動麻酔記録装置等I/F機能

・汎用的データ移行機能
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⑤ ⑥
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⑤⑥麻酔担当医、麻酔指導医欄の入力とJSCVA症例数カウント仕様

a)担当症例数

以下の優先順位で最大２名をカウント対象とします。

ｱ）麻酔担当医に登録された人のうち、職員マスターのJSCVA専攻医フラグが立っている人

ｲ）麻酔指導医に登録された人のうち、職員マスターのJSCVA専攻医フラグが立っている人

ｳ）麻酔担当医に登録された人のうち、職員マスターのJSCVA専門医フラグが立っている人

ｴ）麻酔指導医に登録された人のうち、職員マスターのJSCVA専門医フラグが立っている人

b)指導症例数

以下の優先順位で最大２名をカウント対象とします。

ｵ）麻酔指導医に登録された人のうち、職員マスターのJSCVA専門医フラグが立っている人（ｴでaにカウントされた医師は対象外）

ｶ）麻酔担当医に登録された人のうち、職員マスターのJSCVA専門医フラグが立っている人（ｳでaにカウントされた医師は対象外）
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４．JSCVA症例分類
大分類 小分類
1 弁膜症 01 大動脈弁置換

02 僧帽弁置換
03 房室弁輪形成術
04 房室弁交連切除術
05 弁形成術
06 経カテーテル大動脈弁留置術 (TAVI)
07 経カテーテル僧帽弁形成術

2 虚血性心疾患 01 CABG
02 OPCAB
03 心筋梗塞合併症に対する手術

3 大動脈 01 弓部大動脈置換術
02 上行大動脈置換術
03 大動脈基部置換術
04 胸腹部大動脈置換術
05 腎上部腹部大動脈置換術
06 腹部大動脈瘤に対する手術（ステント手術は除く）

4 先天性心疾患 01 PDA手術
02 ASD手術（カテーテル閉鎖術は除く）
03 VSD手術
04 体動脈ー肺動脈短絡術
05 肺動脈絞扼術
06 CoA手術
07 VSD（膜様部型、筋性部型）手術
08 PAPVD修復術
09 ECD（partial）修復術
10 バルサルバ洞動脈瘤破裂手術
11 DCRV手術、DORV手術
12 冠状動脈瘻手術
13 TOF修復術
14 TGA手術
15 TAPVR手術
16 ECD（complete）手術
17 Fontan型手術
18 Truncus
19 Ebstein手術
20 単心室症手術（心室中隔造成術）
21 大動脈中隔欠損閉鎖術
22 大動脈弁上狭窄手術
23 大動脈弁下狭窄手術
24 冠状動脈起始異常症手術
25 CoA（complex）手術
26 末梢肺動脈形成術
27 Glen手術

5 その他の心疾患手術 01 心膜切開・開窓術
02 心臓腫瘍摘出術
03 収縮性心膜炎
04 肺動脈塞栓除去術
05 心室頻拍手術
06 副伝導路切離術
07 Maze手術
08 腹部大動脈瘤ステントグラフト(EVAR)
09 胸部大動脈瘤ステントグラフト(TEVAR)
10 植え込み型左心室補助装置装着
11 全麻下の小児（15歳以下）心臓カテーテル治療
12 カテーテルによる左心耳閉鎖術
13 LVAD離脱術
14 心移植術
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５．JSCVA提出ファイル作成画面
JSCVAに提出するファイルを作成する機能として、新たに本画面を作成します。

②

③

未確定の症例がある場合は、下記メッセージを

表示します。
「未確定のデータがN件あります。未確定一覧を押

し、症例を確定してください。」

⑥
⑦

④-1

①
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① 「学会提出」-「JSCVA提出ファイル作成」メニュー
メニューを新設します。

② 対象年度
ファイルに含む症例の対象年度をプルダウンから選択します。初期表示は、当年度とします。

対象年度を選択すると、対象期間の日付が表示されます。

③ 集計ボタン
ボタンを押すと、③の条件に一致する症例数を表示します。

④ 心臓血管麻酔症例数
JSCVA症例分類が登録されている症例を、心臓血管麻酔症例数として表示します。

表示選択欄にて、表示する症例数の選択が可能です。

◇表示選択：

プルダウンは、先頭に「施設全体」を表示し、その下に、職員マスターで下記フラグが立っている麻酔科医の一覧を表示します。

・JSCVA研修実施責任者

・JSCVA専門医

・JSCVA専攻医（プログラム制）

・JSCVA専攻医（カリキュラム制）

「施設全体」を選択した場合、施設全体の症例数を表示します。

麻酔科医を選択した場合、同麻酔科医の症例数を表示します。

表示例：

④-1 施設全体を選択した場合の表示例です。

④-2 麻酔科医1を選択した場合の表示例です。
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⑤ JSCVA症例一覧
JSCVA症例分類が登録されている症例を、心臓血管麻酔症例として表示します。

表示選択欄にて、表示する症例の選択が可能です。

◇表示選択

プルダウンは、先頭に「施設全体」を表示し、その下に、職員マスターで下記フラグが立っている麻酔科医の一覧を表示します。

・JSCVA研修実施責任者

・JSCVA専門医

・JSCVA専攻医（プログラム制）

・JSCVA専攻医（カリキュラム制）

施設全体を選択した場合、施設全体の症例を表示します。（この場合、担当症例/指導症例の選択はできません。）

麻酔科医を選択した場合、同麻酔科医の症例を表示します。

担当症例を選択した場合、担当症例の一覧を表示します。

指導症例を選択した場合、指導症例の一覧を表示します。

表示例：

⑤-1 施設全体を選択した場合の表示例です。

⑤-2 麻酔科医A、かつ、担当症例を選択した場合の表示例です。

⑥ ファイル作成ボタン
全ての症例が確定されている場合に、同ボタンが押せます。同ボタンを押すと症例データファイルが作成され、ダウンロードされます。

（※未確定の症例が存在する場合、ボタンは押せません）

作成する症例データファイルの仕様は「６． JSCVA提出ファイル仕様」をご参照ください。

症例数ファイルは、個人情報が含まれているため、秘密鍵により暗号化を施します。

受け取り側システムでは、秘密鍵により復号化を施した後、ファイルをデータを取り込んでいただきます。

⑦ 未確定一覧ボタン
ボタンを押すと、JSCVA症例分類が登録されている症例のうち、未確定の症例一覧を表示します。

同一覧で選択ボタンを押すと、台帳登録画面が表示されますのでデータ編集をし、

全ての症例を確定をしていただきます。同一覧から本画面に戻ることが可能です。
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④-2
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⑤-1

⑤-2

⑤-1
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６．JSCVA提出ファイル仕様
１）全般

a) 年次報告年度内のJSCVA症例分類が登録されている症例をファイルに出力します。
　さらに、対象期間中に担当症例、指導症例が1例以上ある麻酔科医のうち、職員マスターの会員番号や医籍番号の登録のない麻酔科医がいた場合、
　会員番号や医籍番号を入力してからファイルを作成するか、または登録のないままファイル作成するかを選択可能とします。
　ここで、会員番号や医籍番号を登録しないままファイル作成をした場合は、会員番号や医籍番号は空白がファイルに出力されます。
b) ファイルには、麻酔科医毎のレコードの他に、施設全体症例のレコードも出力します。
c) 出力項目をタブ文字で区切り出力します。
d) ファイルの先頭行には、項目名を出力します。
e) ファイルの改行コードは CR+LFとし、文字コードはUTF-8とします。
f) 出力ファイル名は、下記形式とします。
　　"JSCVA" + 対象年度 + "_" + JSCVA施設コード + ".dat"　　　　（例） 対象年度=「2019年度」、JSCVA施設コード=「12345678」の場合、   JSCVA2019_12345678.dat
g) PIMSから作成した本ファイルは、秘密鍵による暗号化を施します。（受け取り側システムでは復号化をした後、取り込みを行います。）

２）出力項目
No 項目名 PIMS側の出力仕様 サンプルデータ 備考
1 JSCVA認定施設コード 病院マスターの日本心臓血管麻酔学会(JSCVA)の 認定施設コードを出力します。 xxxxxx

2 JSA認定施設コード 病院マスターの日本麻酔科学会(JSA)の 認定施設コードを出力します。 xxxxxx

3 認定施設名 病院マスターの病院名を出力します。 ●●病院

4 年次報告年度 ファイル作成時の指定年度を出力します。 2019

5 麻酔科医氏名
職員マスターの氏名を出力します。
施設全体レコードの場合は、ZZZZZZZZを出力します。

○○○○

6 会員番号 職員マスターの日本心臓血管麻酔学会の会員番号を出力します。 施設全体レコードの場合は、ZZZZZZZZを出力します。 5555555
7 医籍番号 職員マスターの医籍番号を出力します。　施設全体レコードの場合は、ZZZZZZZZを出力します。 555555

8 JSCVA研修実施責任者フラグ
職員マスターのJSCVA研修実施責任者にチェックが入っている場合に1を出力します。そうでない場合は0を出力します。
施設全体レコードの場合は、9を出力します。

1

9 資格コード
職員マスターの日本心臓血管麻酔学会の資格コードを出力します。年次報告年度内の最新の情報を出力します。
施設全体レコードの場合は、ZZZZZZZZを出力します。

15

10 資格名
職員マスターの日本心臓血管麻酔学会の資格名を出力します。年次報告年度内の最新の情報を出力します。
施設全体レコードの場合は、ZZZZZZZZを出力します。

専攻医（プログラム制）

11 資格開始日
職員マスターの日本心臓血管麻酔学会の資格開始日を出力します。年次報告年度内の最新の情報を出力します。
施設全体レコードの場合は、9999/99/99を出力します。

2019/04/01

12 資格終了日
職員マスターの日本心臓血管麻酔学会の資格終了日を出力します。年次報告年度内の最新の情報を出力します。
施設全体レコードの場合は、9999/99/99を出力します。

2020/03/31

13 勤務期間

年次報告年度内の職員マスターの勤務期間を、「勤務開始日～勤務終了日（YYYY/MM/DD～YYYY/MM/DD）」の形式で出力
します。
勤務開始日は、もし、麻酔科医の当該医療機関への勤務開始日が、年次報告年度より前の場合は、年次報告年度の始まり
の4月1日をセットします。
勤務終了日は、もし、麻酔科医の当該医療機関への勤務終了日が、年次報告年度より後の場合は、年次報告年度の終わり
の3月31日をセットします。
対象期間中に勤務期間が複数ある場合は、半角スペース文字区切りで複数の勤務期間を出力します。

2019/04/01～2020/03/31

14 施設症例番号 JSA症例番号に登録された値を、そのまま出力します。 00001

15 手術日 手術日を出力します。（YYYY/MM/DD形式） 2019/4/1

16 年齢 手術日時点の患者年齢を出力します。（0-150） 3

17 月齢 手術日時点の患者月齢を出力します。（0-11）。 1

18 日齢 手術日時点の患者日齢を出力します。（0-29）。 15

19 性別 患者性別を出力します。（男性:M 、女性:F） M

20 病名 病名を出力します。 狭心症

21 術式 術式を出力します。 冠動脈バイパス術

22 分類１コード JSCVA 大分類コードを出力します。 2

23 分類１ JSCVA 大分類名を出力します。 虚血性心疾患

24 分類２コード JSCVA 小分類コードを出力します。 01

25 分類２ JSCVA 小分類名を出力します。 CABG

26 執刀医 術者氏名を出力します。（先頭に登録された術者１名） ◯◯◯◯

27 心臓麻酔担当医１　会員番号 麻酔担当医１のJSCVA会員番号を出力します。 5555555

28 心臓麻酔担当医１　医籍番号 麻酔担当医１の医籍番号を出力します。 555555

29 心臓麻酔担当医１　氏名 麻酔担当医１の氏名を出力します。 専攻医A

30 心臓麻酔担当医２　会員番号 麻酔担当医２のJSCVA会員番号を出力します。 6666666

31 心臓麻酔担当医２　医籍番号 麻酔担当医２の医籍番号を出力します。 666666

32 心臓麻酔担当医２　氏名 麻酔担当医２の氏名を出力します。 専攻医B

33 心臓麻酔指導医１　会員番号 麻酔指導医１のJSCVA会員番号を出力します。 1111111

34 心臓麻酔指導医１　医籍番号 麻酔指導医１の医籍番号を出力します。 111111

35 心臓麻酔指導医１　氏名 麻酔指導医１の氏名を出力します。 専門医A

36 心臓麻酔指導医２　会員番号 麻酔指導医２のJSCVA会員番号を出力します。 2222222

37 心臓麻酔指導医２　医籍番号 麻酔指導医２の医籍番号を出力します。 222222

38 心臓麻酔指導医２　氏名 麻酔指導医２の氏名を出力します。 専門医B

39 入室日時 患者の手術室への入室日時（YYYY/MM/DD HH:MI形式） 2019/04/01 09:00

40 退出日時 患者の手術室への退室日時（YYYY/MM/DD HH:MI形式） 2019/04/01 17:00

41 特殊モニタリングの実施有無 特殊モニタリングの実施有無を出力します（1：実施有り、0：実施なし） 1

42 特殊モニタリング TEE実施有無 特殊モニタリングTEEの実施有無を出力します（1：TEE実施有り、0：TEE実施なし） 1

43 特殊モニタリング MEP実施有無 特殊モニタリングMEPの実施有無を出力します（1：MEP実施有り、0：MEP実施なし） 1

44 特殊モニタリング Other実施有無 特殊モニタリングOtherの実施有無を出力します（1：Other実施有り、0：Other実施なし） 1

45 特殊モニタリング Otherテキスト 特殊モニタリングOtherテキストを出力します（最大200Byte） SEP

46 体外循環・補助循環（１）の実施有無 体外循環・補助循環（１）の実施有無を出力します（1：実施有り、0：実施なし） 0

47 体外循環・補助循環（１） 人工心肺装置実施有無 体外循環・補助循環（１） 人工心肺装置の実施有無を出力します（1：人工心肺装置実施有り、0：人工心肺装置実施なし） 0

48 体外循環・補助循環（１）V-A ECMO実施有無 体外循環・補助循環（１）V-A ECMOの実施有無を出力します（1：V-A ECMO実施有り、0：V-A ECMO実施なし） 0

49 体外循環・補助循環（２）の実施有無 体外循環・補助循環（２）の実施有無を出力します（1：実施有り、0：実施なし） 1

50 体外循環・補助循環（２）V-V ECMO実施有無 体外循環・補助循環（２）V-V ECMOの実施有無を出力します（1：V-V ECMO実施有り、0：V-V ECMO実施なし） 1

51 体外循環・補助循環（２）IABP実施有無 体外循環・補助循環（２）IABP実施有無の実施有無を出力します（1：IABP実施有り、0：IABP実施なし） 1

52 体外循環・補助循環（２）補助人工心臓実施有無 体外循環・補助循環（２）補助人工心臓の実施有無を出力します（1：補助人工心臓実施有り、0：補助人工心臓実施なし） 1

53 体外循環・補助循環（２） Other実施有無 体外循環・補助循環（２）Other実施有無の実施有無を出力します（1：Other実施有り、0：Other実施なし） 0

54 体外循環・補助循環（２） Otherテキスト 体外循環・補助循環（２）Otherテキストを出力します（最大200Byte）

■資格コード:資格名
10：専門医
15：専攻医（プログラム制）
20：専攻医（カリキュラム制）
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7． 心臓血管麻酔経験証明書の作成画面
7．１ 施設集計

②

個人集計①

③

④ ⑤

←作成日を初期表示します。手入力による変更も可能です。

下記症例数を表示します。

5 その他の心疾患手術 08 腹部大動脈瘤ステントグラフト( EVAR)

5 その他の心疾患手術 09 胸部大動脈瘤ステントグラフト (TEVAR)

5 その他の心疾患手術 10 植え込み型左心室補助装置装着

5 その他の心疾患手術 11 全麻下の小児（15歳以下）心臓カテーテル治療

5 その他の心疾患手術 12 カテーテルによる左心耳閉鎖術

対象期間内の各症例数を表示します。

※確定済み症例のみをカウントします。

（うち人工心肺使用症例）の症例数は、

体外循環・補助装置（１）が「あり」の症例をカウントします）

下記症例数を表示します。

1 弁膜症 06 経カテーテル大動脈弁留置術 (TAVI)

下記症例数を表示します。

3 大動脈 06 腹部大動脈瘤に対する手術（ステント手術は除く）

←病院マスターの医療機関名を表示します。

←病院マスターの日本心臓血管麻酔学会(JSCVA) 認定施設コードを表示します。

←病院マスターの日本麻酔科学会（JSA） 認定施設コードを表示します。

←病院マスターの住所を表示します。
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① 「心臓血管麻酔経験証明書」-「施設集計」メニュー
メニューを新設します。

② 対象期間：

表示対象期間をカレンダーから選択可能とします。

初期表示は、当年度とします。

③ 表示ボタン
ボタンを押すと、②の条件に一致する症例数を表示します。

④ 心臓血管麻酔経験証明書
JSCVA症例分類が登録されている症例であり、かつデータ確定済み症例を症例数として表示します。

施設全体の症例数を表示します。

⑤ PDF作成ボタン

印刷用レイアウトにより、PDFファイルを作成し、表示します。

そのまま紙に印刷することもできますし、PDFファイルを保存することも可能です。
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　７．２．個人集計

④

③

対象期間内の対象者の各症例数を表示します。

※確定済み症例のみをカウントします。

（うち人工心肺使用症例）の症例数は、

体外循環・補助装置（１）が「あり」の症例をカウントします）

下記症例数を表示します。

1 弁膜症 06 経カテーテル大動脈弁留置術 (TAVI)

下記症例数を表示します。

5 その他の心疾患手術 08 腹部大動脈瘤ステントグラフト( EVAR)
5 その他の心疾患手術 09 胸部大動脈瘤ステントグラフト (TEVAR)
5 その他の心疾患手術 10 植え込み型左心室補助装置装着

5 その他の心疾患手術 11 全麻下の小児（15歳以下）心臓カテーテル治療

5 その他の心疾患手術 12 カテーテルによる左心耳閉鎖術

⑤ ⑥

②

下記症例数を表示します。

3 大動脈 06 腹部大動脈瘤に対する手術（ステント手術は除く）

①

←作成日を初期表示します。手入力による変更も可能です。

←病院マスターの医療機関名を表示します。

←病院マスターの日本心臓血管麻酔学会(JSCVA) 認定施設コードを表示します。

←病院マスターの日本麻酔科学会（JSA） 認定施設コードを表示します。

←病院マスターの住所を表示します。

←職員マスターの日本心臓血管麻酔学会の会員番号を表示します。

←職員マスターの職員氏名を表示します。

←職員マスターの日本心臓血管麻酔学会の資格を表示します。

←職員マスターの勤務開始日、勤務終了日を表示します。
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① 「心臓血管麻酔経験証明書」-「個人集計」メニュー
メニューを新設します。

② 対象期間：

表示対象期間をカレンダーから選択可能とします。

初期表示は、当年度とします。

③ 対象者

本欄は、職員マスターのJSCVA専門医研修制度欄の研修実施責任者にチェックが入っている職員がログインした場合にのみ、表示されます。

本欄には、職員マスターで、日本心臓血管麻酔学会の 専攻医（プログラム制）、または

日本心臓血管麻酔 専攻医（カリキュラム制）フラグを立てた麻酔科医が表示されます。

プルダウンより選択した麻酔科医の症例数を表示します。

④ 表示ボタン
ボタンを押すと、②、③の条件に一致する症例数を表示します。

⑤ 心臓血管麻酔経験証明書
JSCVA症例分類が登録されている症例であり、かつデータ確定済み症例を症例数として表示します。

職員マスターのJSCVA専門医研修制度欄の研修実施責任者にチェックが入っている職員がログインした場合は、③対象者で選択した麻酔科医の症例数を表示します。

それ以外の職員がログインした場合は、自身の症例数を表示します。

⑥ PDF作成ボタン

印刷用レイアウトにより、PDFファイルを作成し、表示します。

そのまま紙に印刷することもできますし、PDFファイルを保存することも可能です。
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８．マイページ
８．１．JSCVA症例数

②

④

⑤-1

③

①
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① 「マイページ」-「JSCVA症例数」メニュー
職員マスターで、下記のいずれかのフラグが立っているユーザが

ログインした場合に、このメニューを表示します。

・JSCVA研修実施責任者

・JSCVA専門医

・JSCVA専攻医（プログラム制）

・JSCVA専攻医（カリキュラム制）

② 対象期間： 表示対象期間をカレンダーから選択可能とします。

初期表示は、当年度とします。

月別の場合は、最大12ヶ月を表示可能とします。

年別の場合は、最大12年を表示可能とします。

③ 担当・指導区分
下記のうち、表示対象の区分を１つ選択します。

・担当症例数

・指導症例数

④ 表示
ボタンを押すと、②③の条件に一致するデータを⑥欄に表示します。

⑤ 症例数表示
JSCVA症例分類が登録されている症例を、症例数として表示します。

表示例：

⑤-1 : 月別を選択した場合の表示例

⑤-2 : 年別を選択した場合の表示例
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⑤-2
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８．２．JSCVA専攻医症例数

②

④

⑤-1

①

③
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① 「マイページ」-「JSCVA専攻医症例数」メニュー
職員マスターで、下記フラグが立っているユーザがログインした場合に、

このメニューを表示します。

・JSCVA研修実施責任者

② 対象期間： 表示対象期間をカレンダーから選択可能とします。

初期表示は、当年度とします。

月別の場合は、最大12ヶ月を表示可能とします。

年別の場合は、最大12年を表示可能とします。

③ 麻酔科医（JSCVA専攻医）

職員マスターで、JSCVA専攻医（プログラム制）、または

JSCVA専攻医（カリキュラム制）フラグを立てた麻酔科医が表示されます。

プルダウンより選択した専攻医の症例数を表示します。

④ 表示
ボタンを押すと、②③の条件に一致するデータを⑥欄に表示します。

⑤ 症例数表示
JSCVA症例分類が登録されている症例を、症例数として表示します。

表示例：

⑤-1 : 月別を選択した場合の表示例

⑤-2 : 年別を選択した場合の表示例

- 25 -



⑤-2
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８．３．JSCVA症例一覧

②
③ ④

⑥

⑦

⑧

①

⑤
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① 「マイページ」-「JSCVA症例一覧」メニュー
職員マスターで、下記フラグが立っているユーザがログインした場合に、このメニューを表示します。

・JSCVA研修実施責任者

② 対象期間：
表示対象期間をカレンダーから選択可能とします。 初期表示は、当年度とします。

③ JSCVA症例分類（大分類、小分類）
大分類、小分類プルダウンより、JSCVA分類を選択します。大分類を選択すると、連動して小分類の内容が切り替わります。本欄で表示対象の分類を１つ選択します。

プルダウンでは、「全て」、「未入力のみ」も選択可能にします。

・プルダウンで「全て」を選択した場合：

JSCVA症例分類が登録されている症例を表示します。

・プルダウンで「未入力のみ」を選択した場合：

手術部位大分類が「c.心臓・血管」と登録されている症例のみを対象とします。（心臓・血管症例だが、JSCVA症例分類を登録していない症例を探すのが目的）

④ JSCVA専攻医

プルダウンには、先頭に「全て表示」を表示し、さらにその下に職員マスターにて、JSCVA専攻医（プログラム制）、JSCVA専攻医（カリキュラム制）フラグを立てた麻酔科医を表示します。

本欄で表示対象とするJSCVA専攻医を最大１名選択可能です。「全て表示」を選択すると、麻酔科医による絞込は行わずに表示します。

⑤ JSCVA専門医

プルダウンには、先頭に「全て表示」を表示し、さらにその下に職員マスターにて、JSCVA専門医フラグを立てた麻酔科医を表示します。

本欄で表示対象とするJSCVA専門医を最大１名選択可能です。 「全て表示」を選択すると、麻酔科医による絞込は行わずに表示します。

⑥ 表示

ボタンを押すと、②③④⑤の条件に一致するデータを画面に表示します。
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⑦ 症例一覧表示

a)JSCVA担当症例

以下の優先順位で最大２名をカウント対象とします。

ｱ）麻酔担当医に登録された人のうち、職員マスターのJSCVA専攻医フラグが立っている人

ｲ）麻酔指導医に登録された人のうち、職員マスターのJSCVA専攻医フラグが立っている人

ｳ）麻酔担当医に登録された人のうち、職員マスターのJSCVA専門医フラグが立っている人

ｴ）麻酔指導医に登録された人のうち、職員マスターのJSCVA専門医フラグが立っている人

b)JSCVA指導症例

以下の優先順位で最大２名をカウント対象とします。

ｵ）麻酔指導医に登録された人のうち、職員マスターのJSCVA専門医フラグが立っている人（ｴでaにカウントされた医師は対象外）

ｶ）麻酔担当医に登録された人のうち、職員マスターのJSCVA専門医フラグが立っている人（ｳでaにカウントされた医師は対象外）

JSCVA麻酔担当医の文字色は、緑色 で表示します。

JSCVA麻酔指導医の文字色は、青色 で表示します。

例）

JSA麻酔担当医

１．初期研修医

２．JSA専攻医

３．JSA専門医（JSCVA専攻医）

JSA麻酔指導医

１）JSA専門医（JSCVA専攻医）

２）JSA専門医（JSCVA専門医）

３）JSA専門医（JSCVA専門医）

上記の場合

JSAカウント対象麻酔担当医

１．２．

JSAカウント対象麻酔指導医

１）２）

JSCVAカウント対象麻酔担当医（緑色）

３．１）

JSCVAカウント対象麻酔指導医（青色）

２）３）

⑧ 台帳ボタン

台帳ボタンを押すと、台帳登録画面を表示します。同画面で、データ編集をすることが可能です。同画面で登録後は、本画面に戻ることが可能です。
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